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草
木
地
区
に
あ
る
花
か
つ
み
園
が
六
月

四
日
か
ら
十
八
日
ま
で
一
般
公
開
さ
れ
ま

し
た
。

　

花
か
つ
み
保
存
会（
竹
之
越
隆
幸
会
長
）

に
よ
り
大
切
に
保
護
さ
れ
て
い
る
�
幻
の

花
�
花
か
つ
み
。
今
年
は
開
花
が
天
候
不

順
の
影
響
で
遅
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
開

園
か
ら
一
週
間
が
経
つ
と
見
事
な
花
を
咲

か
せ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
見
学
者
が
訪

れ
ま
し
た
。

　

天
候
の
不
順
が
影
響
し
て
、
例
年
よ
り

も
一
週
間
開
花
が
遅
れ
ま
し
た
。

　

長
年
守
り
続
け
た
も
の
が
途
切
れ
て
し

ま
う
か
と
心
配
し
ま
し
た
が
、
六
月
四
日

に
二
輪
の
花
が
な
ん
と
か
無
事
に
咲
い
て

く
れ
た
の
で
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

　

保
存
会
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
草
取

り
や
水
の
管
理
を
す
る
の
は
大
変
な
こ
と

で
す
が
、
今
年
か
ら
デ
ン
ソ
ー
の
社
員
の

方
が
昼
休
み
を
利
用
し
て
草
取
り
を
手

伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
多
く
の
皆
さ
ん
の

協
力
の
お
か
げ
で
花
か
つ
み
は
守
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
、
愛
知
万
博
市
町
村
デ
ー
『
阿
久

比
町
の
日
』
で
花
か
つ
み
を
出
展
し
て
世

界
の
皆
さ
ん
に
披
露
で
き
た
こ
と
は
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

ア
ヤ
メ
や
シ
ョ
ウ
ブ
に
比
べ
る
と
花
の

大
き
さ
は
小
さ
い
で
す
が
、
鮮
や
か
に
色

付
く
紫
色
の
あ
で
や
か
さ
は
何
と
も
言
え

ま
せ
ん
。
そ
の
魅
力
に
取
り
付
か
れ
た
一

人
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
�
幻
の

花
�
花
か
つ
み
を
守
っ
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

平成１３年から会長を務める竹之越さん

雨にぬれる花かつみ

花かつみ園を見学する草木保育園児たち
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第
十
八
回
「
二
〇
〇
六　

ほ
た
る
サ

ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
ま
に
わ
」
が
六
月
十
二
日
に

岡
山
県
真
庭
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ホ
タ
ル
の
保
護
に
取
り
組
む
全
国
十
市

町
が
集
い
、
自
然
を
見
直
し
そ
の
保
護
に

努
め
、
ホ
タ
ル
を
通
じ
て
生
活
環
境
の
整

備
な
ど
を
促
進
し
、
活
力
あ
る
緑
豊
か
な

ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
ホ
タ
ル
保
護
な
ど
に
対
す
る
市
町

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
発
表
や
、
意
見

交
換
の
場
と
し
て
平
成
元
年
か
ら
参
加
市

町
の
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

真
庭
市
で
は
一
時
期
ホ
タ
ル
が
絶
滅
寸

前
の
危
機
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
農
薬
の

使
用
を
制
限
し
た
り
、
河
川
の
環
境
整
備

を
す
る
な
ど
地
域
の
住
民
が
ホ
タ
ル
の
保

護
活
動
を
行
っ
た
結
果
、
今
で
は
岡
山
県

を
代
表
す
る
ホ
タ
ル
の
生
息
地
と
な
り
、

毎
年
多
く
の
ホ
タ
ル
観
賞
者
が
訪
れ
て
い

ま
す
。「
環
境
を
守
る
大
切
さ
を
ホ
タ
ル
に

教
え
て
も
ら
っ
た
」
と
ホ
タ
ル
保
護
活
動

を
進
め
て
き
た
関
係
者
は
話
し
て
い
ま
し

た
。

　
「
ほ
た
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」に
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
出
席
し
た
竹
内
町
長
は
、
小
中
学

生
な
ど
町
民
参
加
で
ホ
タ
ル
の
生
息
分
布

調
査
を
行
い
、
分
布
図
を
作
成
し
て
い
る

こ
と
や
、
学
校
で
の
ホ
タ
ル
を
通
じ
た
環

境
教
育
、
行
政
と
し
て
の
取
り
組
み
な
ど

を
報
告
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
十
市
町
長
に
よ
る
共
同
宣
言
が

発
表
さ
れ
、
サ
ミ
ッ
ト
は
閉
幕
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
福
岡
県
北
九
州
市
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

宮城県 

登米市 
（旧東和町） 

滋賀県 

米原市 
（旧山東町） 

岡山県 

真庭市 
（旧北房町） 

山口県 

下関市 
（旧豊田町） 

福岡県 

北九州市 

群馬県 

みなかみ町 
（旧月夜野町） 

愛知県 

阿久比町 

和歌山県 

紀の川市 
（旧貴志川町） 

岐阜県 

本巣市 
（旧本巣町） 

長野県 

辰野町 

※市町村合併でほたるサミット参加市町の名称変更がありました。 
○脱会市町…山梨県身延町（旧下部町） 

共同宣言 

　私たちの市・町は、豊かな水と緑に恵まれた自然の中で、先人のたゆまぬ努力と英
知により郷土を発展させ現在に受け継がれています。今もそこに生息するホタルは、
美しいふるさとの象徴として大切に保護されてきました。 
　初夏の夜、幻想的な光を放ちながら飛び交うホタルは、人々の心を和ませ、安らぎを
与えてくれます。夏の風物詩「ホタル」と身近にふれあえ全国に誇れることは、このう
えない喜びであります。 
　しかし、心より物の豊かさ、便利さを追い続けた社会の流れにより、水質汚濁や大
気汚染など自然破壊が進み、ホタルの生息環境は悪化しつつあります。物から心の
豊かさを求めて、社会のあり方や人間のあり方の見直しが強く望まれています。 
　人間と他の生き物が共生できる水辺や里山など身近な自然を甦らせ、後世に引き
継いで行くことは、私たちに課せられた重大な責務ではないでしょうか。 
　ここに、ホタルの里づくりを推進する市・町の指導者が一堂に会し、自然環境を悠
久に守る道を模索するために「ほたるサミットinまにわ」を開催し、つぎのことを確認し
ました。 

一．産業、教育、文化など幅広い分野でホタルの生息地間の交流を深める「ほ
たるサミット」を開催します。 

一．ホタルの住みよい環境づくりのため、合成洗剤の使用や農薬の散布を控え
るとともに、下水道事業等を積極的に推進し、河川など水辺の浄化運動を
展開します。 

一．水と緑に恵まれた自然環境を生かし、ホタルの保護活動に努め、自然と共
生できる地域づくりを推進します。 

一．ホタルを通じて人々にふるさとへの郷愁をよみがえらせ、イベントなどを
開催する中で地域間・世代間の交流を図ります。 

以上、友愛と協調に基づいて、ここに宣言します。 

平成１８年６月１２日 

共同宣言 
ほたるサミットinまにわ 

共同宣言を読み上げる真庭市長
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人　　　　　　数件　　　　　　数
区　　分

増　減１７　年１８　年増　減１７　年１８　年

－ １１０－ １１０死　　亡

　 ０＋－１１　 ０＋－１１重　　傷

＋２３９５１１８＋１１７９９０軽　　傷

＋２２９７１１９＋１０８１９１合　　計

阿久比町交通事故発生状況阿久比町交通事故発生状況《平成１８年１月～５月末》

　

夏
本
番
を
迎
え
、
海
や
山
の
レ
ジ
ャ
ー

の
本
格
的
な
シ
ー
ズ
ン
到
来
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
解
放
感
か
ら
誘
発
さ
れ

る
若
者
の
無
謀
運
転
や
飲
酒
運
転
に
よ
る

重
大
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

暑
さ
の
た
め
に
注
意
力
が
散
漫
に
な
り

が
ち
な
こ
と
か
ら
高
齢
者
や
外
出
の
機
会

が
増
え
る
子
ど
も
た
ち
が
交
通
事
故
に
巻

き
込
ま
れ
る
こ
と
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
時
期
に
あ
っ
た
重
点
的

な
運
動
を
展
開
し
、
交
通
事
故
の
防
止
を

図
り
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
交
通

安
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
、

交
通
事
故
の
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
　

重　

点　

目　

標　
　

�○
家
庭
で
は

・　

暴
走
運
転
の
危
険
性
や
、
自
分
が
加

害
者
と
な
っ
た
時
の
責
任
の
重
さ
に
つ

い
て
話
し
合
う
。

○
運
転
者
は

・　

夏
の
気
候
に
配
慮
し
た
無
理
の
な
い

ド
ラ
イ
ブ
計
画
を
立
て
、
ゆ
と
り
運
転

を
行
う
。

・　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
確
実
な
着
用
（
後

部
座
席
も
含
め
）
を
す
る
。

�○
家
庭
で
は

・　

飲
酒
の
予
定
が
あ
る
日
の
外
出
は
、

若
者
の
無
謀
運
転
を
な
く
そ
う

【

【

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

【

【

帰
宅
の
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
お

く
。

・　

海
や
山
な
ど
へ
の
行
楽
の
行
き
帰
り

は
無
理
の
な
い
計
画
を
立
て
、
運
転
者

に
は
絶
対
に
飲
酒
を
さ
せ
な
い
。

○
運
転
者
は

・　

飲
酒
を
伴
う
会
合
や
行
楽
に
は
自
動

車
を
使
用
し
な
い
。

・　

飲
酒
運
転
は
、
被
害
者
、
加
害
者
の

　

い
ず
れ
の
人
生
を
も
狂
わ
せ
る
社
会
的

犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
。

�○
家
庭
で
は

・　

園
児
、
児
童
、
生
徒
の
い
る
家
庭
で

は
、
夏
休
み
を
前
に
周
辺
の
交
通
危
険

個
所
の
確
認
に
あ
わ
せ
、
飛
び
出
し
防

止
と
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
に
つ
い

て
話
し
合
う
。

・　

炎
天
下
に
出
か
け
る
こ
と
を
控
え
た

り
、
夕
立
ち
な
ど
天
候
の
急
変
に
注
意

す
る
な
ど
、
高
齢
者
の
体
力
に
考
慮
し

た
安
全
行
動
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

○
運
転
者
は

・　

高
齢
運
転
者
は
「
高
齢
運
転
者
標
識
」

の
標
示
に
努
め
る
。

・　

高
齢
運
転
者
標
識
を
標
示
し
た
自
動

車
に
は
幅
寄
せ
を
し
た
り
、
前
に
割
り

込
ま
な
い
な
ど
、
思
い
や
り
の
あ
る
運

転
に
心
掛
け
る
。

※　

反
射
タ
ス
キ
を
防
災
交
通
課
で
無
料

配
布
し
て
い
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

防
災
交
通
課　

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
８
）

子
ど
も
や
高
齢
者
を

　
　
　

交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

【

【

交
通
事
故
の
防
止
に

交
通
事
故
の
防
止
に 

努
め
ま
し
ょ
う

努
め
ま
し
ょ
う 
交
通
事
故
の
防
止
に

交
通
事
故
の
防
止
に 

努
め
ま
し
ょ
う

努
め
ま
し
ょ
う 
夏の交通安全 
県民運動 

７月１１日～７月２０日 

交
通
事
故
の
防
止
に 

努
め
ま
し
ょ
う 

「「かかももししれれなないい」」
予予測測のの心心でで事事故故防防止止

東部小学校交通安全教室
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・　

津
波
を
学
ぶ

・　

津
波
か
ら
命
を
守
ろ
う

・　

津
波
へ
の
対
策

○
自
主
防
災
組
織
の
結
成
に
向
け
て

　

〜
地
域
で
災
害
へ
の
備
え
を

確
立
し
よ
う
〜　

　

地
域
で
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
促
進

す
る
た
め
に
、
結
成
の
動
機
付
け
や
手
続

き
、
活
動
内
容
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

○
学
校
の
取
り
組
む　

防
災
教
育
百
選

　

防
災
教
育
の
在
り
方
に
関
す
る
基
礎
資

料
と
、
実
際
に
学
校
が
取
り
組
む
際
に
参

考
に
な
る
よ
う
に
、
全
国
か
ら
防
災
教
育

に
取
り
組
ん
で
い
る
学
校
百
校
を
選
出
し
、

活
動
を
映
像
や
写
真
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

阿
久
比
町
の
南
部
小
学
校
も
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

・　

有
識
者
の
意
見

【
住
宅
耐
震
化
編
】

　

住
宅
を
耐
震
化
す
る
こ
と
の
重
要
性
と
、

耐
震
化
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
知
っ
て
も

ら
い
た
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
が
収
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

大
地
震
が
発
生
し
て
も
、
住
宅
が
正
し

く
耐
震
化
さ
れ
て
い
れ
ば
、
守
る
こ
と
の

で
き
る
命
や
財
産
は
と
て
も
多
い
の
で
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
一
体
と
な
っ
て
、
住

宅
の
耐
震
化
を
含
め
た
防
災
対
策
に
努
め
、

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
大
震
災
に
備

え
て
く
だ
さ
い
。

・　

な
ぜ
耐
震
補
強
が
必
要
か

・　

我
が
家
の
耐
震
診
断

・　

耐
震
補
強
を
す
る
に
は　

な
ど

【
津
波
対
策
編
】

・　

津
波
急
襲
！
…
そ
の
時
に
備
え
て

○
地
震
…
そ
の
時
に
備
え
て

【
地
域
防
災
編
】

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
、
ど
の
よ
う
に
協
力

し
合
え
ば
よ
い
の
か
、
そ
の
ヒ
ン
ト
と
ア

イ
デ
ア
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。（
英
語
で

も
対
応
可
）

・　

高
ま
る
不
安
に
地
域
の
皆
で
打
ち
勝

と
う

・　

地
震
発
生
！
三
分
の
間
を
生
き
抜
く

た
め
に

・　

地
震
発
生
か
ら
三
時
間　

地
域
で
助

け
合
う
こ
と
の
重
要
性

・　

地
震
か
ら
三
日
間　

自
分
た
ち
の
街

を
自
分
た
ち
自
身
で
守
る

・　

自
主
防
災
活
動
に
関
す
る
有
識
者
の

意
見

【
避
難
編
】

　

日
ご
ろ
か
ら
ど
の
よ
う
な
備
え
を
し
て

お
い
た
ら
よ
い
の
か
、
被
災
し
た
時
に
ど

の
よ
う
な
行
動
を
し
た
ら
よ
い
の
か
が
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
。（
英
語
で
も
対
応
可
）

・　

大
規
模
地
震
に
よ
る
被
害
の
紹
介

・　

避
難
に
つ
い
て

・　

日
ご
ろ
か
ら
の
備
え

・　

災
害
時
の
対
応

・　

避
難
生
活

　

総
務
省
消
防
庁
が
作
成
し
た
防
災
啓
発

用
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
を
自
主
防
災
会
始
め
、

各
種
団
体
な
ど
に
貸
し
出
し
ま
す
。
防
災

交
通
課
（
内
２
０
８
）
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

「「かかももししれれなないい」」

４１ 
防災交通課 

（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 

防
災
啓
発
用

　

Ｃ
Ｄ 
‐ 
Ｒ
Ｏ
Ｍ
を

貸
出
し
ま
す

　

半
田
防
犯
協
会
連
合
会
か
ら
平
成
十
七

年
度
に
地
域
の
防
犯
活
動
を
指
導
し
、
犯

罪
の
防
止
に
努
め
た
、
写
真
左
か
ら
大
村

文
俊
さ
ん（
福
住
）、榎
本
勇
さ
ん（
植
）、榊

原
武
昭
さ
ん
（
大
古
根
）
に
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
人
の
方
は
、
地
域
で
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
を
積
極
的
に
進
め
る
な
ど
、
犯
罪

防
止
活
動
の
指
導
者
と
し
て
の
功
労
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
地
域
の
た
め
に
と
思
っ
た
活
動
が
認

め
ら
れ
て
大
変
う
れ
し
い
。
自
分
た
ち
の

地
区
を
守
り
、
安
全
で
安
心
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
、

今
後
も
防
犯
活
動
を
続
け
て
い
く
決
意
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。

地域防犯活動を指導
半田防犯協会連合会から感謝状

防災啓発用ＣＤ- ＲＯＭ
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●養鶏産業の発展に寄与

　新海久夫さん（矢口）が第３１回高橋養鶏賞（愛知県
畜産協会主催）を受賞しました。
　高橋養鶏賞は名古屋コーチンの改良など養鶏研究の
分野で活躍した高橋廣治氏の業績をたたえて設けられ
た賞です。
　新海さんは、長年の養鶏産業の発展に寄与されたこ
とが認められました。「平成１６年に鳥インフルエンザが
大流行したときは大変でした。これからも衛生面に気
を付けて、安心で安全な鶏卵を消費者の皆さんに提供
していきたいです」と話していました。

受賞を喜ぶ新海久夫さん

●兄弟で全国大会に出場

　７月２６日と２７日に東京都で開かれる全日本少年剣道
錬成大会に出場する、阿久比中２年の新美利紀君と英
比小６年の紘志君の兄弟が、６月５日出場報告に町長
室を訪れました。
　二人は東海市の修徳館日比野道場に所属して、それ
ぞれ中学生と小学生の部で団体戦に出場します。兄の
利紀君は「一回戦突破を目指します」。弟の紘志君は
「悔いのない試合をしてきます」と健闘を誓っていま
した。

左が利紀君（兄）、右が紘志君（弟）

　６月４日、阿久比梅栽培組合主催で梅の消費拡大
とＰＲを目的に、ふれあいの森と周辺の梅畑で「梅
まつり」が開かれました。
　青梅もぎとり体験会場の梅畑には、３００人の参加
者が集まりました。子どもたちは高い場所に実った
青梅を見つけて、木に登ったり、親に抱っこされな
がら楽しそうに梅をもぎ取っていました。
　愛知県農村生活アドバイザーによる梅の加工講習
会なども行われ「梅は健康にとても良い食品です」
と参加者に説明していました。 親に抱っこされながら梅をもぎとる子ども

特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
“““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅”””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲ

盛大に梅まつり開かれる
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●ゲートボールで真剣勝負

　町老人クラブ連絡協議会春季ゲートボール大会が、
町ゲートボール場で６月１３日に行われました。
　１８チーム約１３０人が参加して熱戦を繰り広げました。
参加者の中には９０歳代が４人、８０歳代が２４人と、暑い日
にもかかわらず高齢者の方が頑張っていました。
　大会結果は次のとおりです。
　優　勝　　大古根２チーム
　準優勝　　卯之山１チーム
　第３位　　宮津山田チーム、植２チーム

真剣に試合を行う老人クラブの皆さん

●阿久比米で“お米パン”

　６月１５日、町水田農業推進協議会が「阿久比米」の
消費拡大を目的に提供したお米パンを、町立の小中学
生や保育園、幼稚園児が給食で試食しました。
　パンは、小麦粉の代わりに米粉を使ったコッペパン
で、児童らは「モチモチしていておいしい。このパン
なら毎日でもいい」と感想を話していました。
　協議会員は「昔から主食としている米を、新しい分
野の開拓としてパンに加工しました。多くの方に食べ
てもらうことが、地域の農業発展につながる」と熱意
を込めて話していました。

お米パンを食べる英比小学校４年２組の児童たち

●小学生と保育園児が交流

　草木小学校６年生は総合的な学習の授業で、「ふれあ
いグループ」と「環境グループ」に分かれ、地区の人
たちと交流を図りながら学習を進めています。
　６月１３日、「ふれあいグループ」の児童１８人が草木保
育園を訪れました。
　児童たちは“遊びの会”を催し、買い物ごっこやマ
ジックの披露などをして園児たちと楽しく遊びました。
「宅老所にも行きました。地域の人と遊べるのは楽し
いことです」と児童たちは笑顔で話していました。

買い物ごっこをして楽しむ児童と園児

オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

　あなたは写っていませんか。
もし写っていれば、写真をおわ
けしますのでご連絡ください。

企画財政課（内３０３）

特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
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□問い合わせ先　環境衛生課保健係
　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）

『
生
活
習
慣
病
編
』

　
「
め
ざ
せ
！
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
あ
ぐ
い

　

」
は
、
み
な
さ
ん
が
自
分
自
身
の
健
康

２１に
関
心
を
持
ち
、
自
分
に
合
っ
た
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
策
定
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
そ
の
中
の
「
生
活
習
慣
病
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

日
本
人
の
約
六
割
は
、
が
ん
・
心
臓
病
・

脳
血
管
疾
患
と
い
っ
た
「
生
活
習
慣
病
」

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
怖
い

病
気
で
す
が
、
生
活
習
慣
病
の
芽
は
、
食

べ
過
ぎ
、運
動
不
足
、ス
ト
レ
ス
、喫
煙
、睡

眠
不
足
な
ど
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
つ
く

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
特
に
自
覚
症
状
が
な
い

場
合
が
多
く
、
気
が
付
い
た
と
き
に
は
病

１０年後の目標現状値

４５.０％
青年期　 ９.４％
壮年期　２３.９％
高齢期　３６.６％

①生活習慣をすでに改めてい
る人の割合

３５.０％
青年期　２０.３％
壮年期　２８.６％
高齢期　２９.３％

②適正体重を認識し、体重コ
ントロールを実践する人の
割合

７０.０％
青年期　６４.１％
壮年期　６２.５％
高齢期　５２.８％

③自分を健康だと思っている
人の割合

男　性　１０.０％
女　性　１５.０％

男　性　１９.３％
女　性　２０.３％④肥満の人の割合

現状値は「健康日本２１あぐい計画アンケート」による。

み
ん
な
で
達
成
し
よ
う

み
ん
な
で
目
指
す
目
標

　

住
民
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

　

十
六
歳
以
上
で
、
検
診
を
受
け
る
機
会

が
な
く
、
今
年
度
ま
だ
検
診
を
受
け
て
い

な
い
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

□
検
診
日　

八
月
一
日（
火
）

□
受
付
時
間　

午
後
四
時
〜
午
後
七
時

□
場　

所　

阿
久
比
町
保
健
セ
ン
タ
ー

□
検
診
項
目
と
対
象

□
検
診
料　

無
料

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
比
町
保
健
セ
ン
タ
ー　

　

�（
４
８
）１
１
１
１

　
（
内
３
１
１
・
３
１
２
）

気
が
か
な
り
進
行
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

年
に
一
度
は
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
過
去
の
健
康
診
断
の
結
果

と
見
比
べ
て
く
だ
さ
い
。
健
康
診
断
を
、

普
段
の
生
活
習
慣
を
振
り
返
る
機
会
に
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
、
い
つ
ま
で
も

元
気
で
丈
夫
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る

�

�

�

�

�����������

�����������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
目
標

�　

生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
理
解
し
ま

　

す
。

�

�

�

�

����������������������

����������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

�　

健
康
診
断
の
結
果
か
ら
、
自
分
の

生
活
習
慣
の
改
善
す
べ
き
点
を
知
り

ま
す
。　　
　
　

��　

自
分
の
適
正
体
重
を
知
り
、
月
に

一
回
は
体
重
測
定
を
し
ま
す
。

（　

歳
以
上
）

６５

�

�

�

�

��������������������������������������

��������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

は
じ
め
の
一
歩
の
取
り
組
み

��　

自
分
の
適
正
体
重
を
知
り
、
月
に

一
回
は
体
重
測
定
を
し
ま
す
。

�　

年
に
一
回
は
健
診
を
受
け
、
自
分

の
体
に
つ
い
て
知
り
ま
す
。

��　

自
分
の
適
正
体
重
を
知
り
、
月
に

一
回
は
体
重
測
定
を
し
ま
す
。

（　

歳
〜　

歳
）

２０

３９

（　

歳
〜　

歳
）

４０

６４

対　　　　象検　診　項　目

４０歳以上胸部レントゲン

全　　員身長・体重測定

全　　員血圧

全　　員検尿

全　　員医師診察

全　　員血液検査

医師が必要と認めた人心電図・眼底検査

住
民
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
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�◆
期
間　

七
月
二
十
一
日（
金
）〜

　
　
　
　

八
月
三
十
日（
水
）　

全
八
回

◆
時
間　

午
前
九
時
半
〜

　
　
　
　

午
後
二
時
半
ほ
か

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館
ほ
か

◆
対
象　

小
学
三
年
生
〜
六
年
生

◆
定
員　

二
十
五
人

◆
受
講
料
な
ど　

二
千
五
百
円
程
度
（
入

場
料
を
含
む
）

夏
休
み
子
ど
も
教
室

◆
講
師　

知
多
地
方
自
然
観
察
会
ほ
か

◆
内
容　

自
然
観
察
や
料
理
、
版
画
、
油

絵
、
染
色
、
新
聞
作
り
、
手
話
、

点
字
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
教
室

で
す
。
ビ
ー
チ
ラ
ン
ド
の
見
学
も

あ
り
ま
す
。

�◆
期
日　

七
月
二
十
五
日（
火
）

◆
時
間　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

◆
会
場　

刈
谷
少
年
発
明
ク
ラ
ブ

◆
対
象　

小
学
四
年
生

◆
定
員　

二
十
人

◆
材
料
費　

千
円
程
度

◆
講
師　

施
設
職
員

◆
内
容　

二
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
り
ま

す
。

�◆
期
日　

七
月
二
十
八
日（
金
）

◆
対
象　

小
学
六
年
生

子
ど
も
も
の
作
り
教
室 
ロ
ボ
ッ
ト
作
り
に
挑
戦
①

子
ど
も
も
の
作
り
教
室 
ロ
ボ
ッ
ト
作
り
に
挑
戦
②

◆
内
容　

昆
虫
型
の
サ
ッ
カ
ー
ロ
ボ
ッ
ト

を
つ
く
り
ま
す
。

※　

会
場
、時
間
、材
料
費
は
①
と
同
じ
で
す
。

�◆
期
日　

七
月
三
十
一
日（
月
）

◆
対
象　

小
学
五
年
生

◆
内
容　

四
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
り
ま

す
。

※　

会
場
、時
間
、材
料
費
は
①
と
同
じ
で
す
。

�◆
期
間　

八
月
九
日（
水
）、

　
　
　
　

八
月
十
日（
木
）　

全
二
回

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　

小
学
三
年
生
〜
六
年
生

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

四
百
円

◆
講
師　

鈴
木
は
じ
め　

ほ
か

◆
内
容　

ワ
ー
ド
を
使
っ
て
楽
し
く
パ
ソ

コ
ン
を
学
び
ま
す
。

�◆
期
間　

八
月
十
日（
木
）〜

　
　
　
　

八
月
二
十
一
日（
月
）　

全
三
回

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜

　
　
　
　

午
後
三
時
半
ほ
か

◆
会
場　

町
内
各
所

◆
対
象　

小
学
三
年
生
〜
六
年
生

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料

◆
講
師　

施
設
職
員
ほ
か

◆
内
容　

阿
久
比
町
の
自
然
・
産
業
・
歴

史
を
探
険
し
ま
す
。

子
ど
も
も
の
作
り
教
室 
ロ
ボ
ッ
ト
作
り
に
挑
戦
③

子
ど
も
パ
ソ
コ
ン
教
室
「
ワ
ー
ド
で
遊
ぼ
う
」

わ
が
町「
あ
ぐ
い
探
険
！ 
」

平
成
１８
年
度
第
２
期 

　 
い
き
が
い
教
室
・
講
座
開
講 
　
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
を
目
標
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
を

支
援
す
る「
い
き
が
い
教
室
」を
開
講
し
ま
す
。年
四
回
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。今

回
は
そ
の
第
二
回
目
で
す
。

　

気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

夏休み子ども教室

子どももの作り教室
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�◆
期
間　

八
月
十
九
日（
土
）〜

　
　
　
　

十
月
二
十
一
日（
土
）　

全
五
回

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
四
時
ほ
か

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館
ほ
か

◆
対
象　

小
学
生

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

六
百
円
程
度
（
美
術
館

入
園
料
、
体
験
料
を
含
む
）

◆
講
師　

阿
久
比
み
ず
ゑ
の
会
ほ
か

◆
内
容　

水
彩
画
や
美
術
館
見
学
、
野
外

ス
ケ
ッ
チ
な
ど
楽
し
い
子
ど
も
美

術
教
室
で
す
。

�◆
期
日　

八
月
二
十
三
日（
水
）

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　

小
学
生

◆
定
員　

二
十
人

K
i
d
s 

A
r
t 

C
l
u
b

（
キ
ッ
ズ 

ア
ー
ト 

ク
ラ
ブ
）

子
ど
も
絵
手
紙
入
門「
お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
手
紙
を
書
こ
う
」

◆
受
講
料
な
ど　

三
百
円
程
度

◆
講
師　

絵
手
紙
同
好
会

◆
内
容　

絵
手
紙
で
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
手
紙
を
出
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

�◆
期
日　

七
月
二
十
六
日（
水
）

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　

小
学
生
ま
た
は
親
子

◆
定
員　

二
十
人

◆
材
料
費　

千
五
百
円
程
度

◆
講
師　

ネ
イ
チ
ャ
リ
ン
グ
マ
ス
タ
ー
部

◆
内
容　

オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
の
育
て
方
の
教

室
で
す
。
オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
の
ペ
ア

と
飼
育
ケ
ー
ス
付
き
で
す
。

�◆
期
日　

八
月
五
日（
土
）

◆
時
間　

午
後
六
時
〜
午
後
八
時

◆
会
場　

半
田
市
空
の
科
学
館

子
ど
も
昆
虫
教
室「
ク
ワ
ガ
タ
を
育
て
よ
う
」

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室「
天
体
観
測
」

◆
対
象　

親
子

◆
定
員　

五
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

大
人
三
百
円
、
子
ど
も

二
百
円

◆
講
師　

施
設
職
員
ほ
か

◆
内
容　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
の
星
空
教

室
と
野
外
で
の
大
観
望
会
で
す
。

�◆
期
日　

八
月
二
十
二
日（
火
）

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

◆
会
場　

名
古
屋
市
野
鳥
観
察
館
ほ
か

◆
対
象　

親
子

◆
定
員　

二
十
人
（
十
組
程
度
）

◆
受
講
料
な
ど　

二
百
円
（
一
組
）

◆
講
師　

知
多
地
方
自
然
観
察
会

◆
内
容　

名
古
屋
市
野
鳥
観
察
館
で
野
鳥

観
察
を
し
ま
す
。
午
後
か
ら
は
と

だ
が
わ
こ
ど
も
ラ
ン
ド
へ
行
き
ま

す
。

�◆
期
日　

九
月
九
日（
土
）

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室「
野
鳥
観
察
」

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室「
自
然
観
察
会
」

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会
場　

高
根
湿
地

◆
対
象　

親
子

◆
定
員　

二
十
人
（
十
組
程
度
）

◆
受
講
料
な
ど　

無
料

◆
講
師　

社
会
教
育
課

◆
内
容　

親
子
で
高
根
湿
地
の
自
然
観
察

を
し
ま
す
。
湿
地
で
し
か
見
ら
れ

な
い
生
き
物
や
植
物
を
観
察
し
ま

す
。

�◆
期
間　

八
月
十
七
日（
木
）〜

　
　
　
　

十
月
十
九
日（
木
）　

全
十
回

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

十
五
人

◆
受
講
料
な
ど　

二
千
円

◆
講
師　

大
矢
啓
司

◆
内
容　

ウ
ク
レ
レ
は
小
さ
く
て
弦
も
少

い
の
で
初
心
者
で
も
大
丈
夫
で
す
。

�◆
期
間　

八
月
十
七
日（
木
）〜

　
　
　
　

十
月
十
九
日（
木
）　

全
十
回

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時

◆
会
場　

草
木
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

二
千
五
百
円

◆
講
師　

山
田
レ
イ
ナ

◆
内
容　

ゆ
っ
た
り
と
し
た
音
楽
に
合
わ

せ
て
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
楽
し
く
踊
り

ま
す
。
初
心
者
対
象
で
す
。

ウ
ク
レ
レ
教
室

フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

いきがい教室・講座開講

絵手紙作品

オオクワガタ

親子ふれあい教室「自然観察会」
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�◆
期
間　

八
月
十
九
日（
土
）〜

　
　
　
　

九
月
二
十
三
日（
土
）全
六
回

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
午
前
十
一
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

二
千
四
百
円
程
度

◆
講
師　

金
（
中
川
）
春
子

◆
内
容　

韓
国
語
の
基
本
や
日
常
会
話
を

勉
強
し
ま
す
。
最
終
日
に
は
韓
国

料
理
に
挑
戦
し
ま
す
。

�◆
期
日　

九
月
十
四
日（
木
）、

　
　
　
　

九
月
二
十
八
日（
木
）全
二
回

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
ほ
か

◆
会
場　

古
川
美
術
館
ほ
か

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

千
百
円
程
度
（
入
館
料

を
含
む
）

◆
講
師　

神
谷
由
美

◆
内
容　

美
術
館
で
の
鑑
賞
の
方
法
を
学

び
ま
す
。
初
日
は
実
際
に
美
術
館

へ
行
き
ま
す
。

�◆
期
日　

九
月
十
五
日（
金
）

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

百
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料

韓
国
語
入
門

美
術
講
座「
美
術
館
へ
行
っ
て
み
よ
う
」

寿
大
学

◆
講
師　

長
谷
川
実
彰

◆
内
容　

講
演
「
心
眼
に
生
き
る
」

　
　
　
　

健
康
講
話
・
健
康
体
操

※　

寿
大
学
は
申
し
込
み
不
要
で
す
。
直

接
会
場
へ
来
て
く
だ
さ
い
。

�◆
期
日　

九
月
二
十
二
日（
金
）

◆
時
間　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

◆
会
場　

徳
川
美
術
館
・
徳
川
園

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

四
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

四
千
二
百
円
程
度
（
昼

食
・
入
場
料
を
含
む
）

◆
内
容　

徳
川
美
術
館
・
徳
川
園
を
見
学

し
ま
す
。

シ
ニ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
Ⅰ

町内在住・在勤・在学している方。

申 込 資 格

※　受講料は開講初日に持参してください。

　定員を超えた場合は初めての方を優先し、抽選により決定します。申し込みが１０人未満の場
合や講師の都合により変更などもありますので了承ください。

開講にあたって

〒４７０－２２９２　阿久比町大字卯坂字殿越５０番地

阿久比町役場　社会教育課公民館係

�（48）1111（内２６０）　　FAX（48）6229
メールアドレス　shakyo@town.agui.lg.jp

問 い 合 わ せ 先 

申 込 期 限

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

　電話（平日午前９時～午後５時）ＦＡＸ、
メール、公民館窓口で申し込みください。
　阿久比町ホームページ「暮らしの情報」か
らも申し込みができます。

申 込 方 法

いきがい教室・講座開講



12

広報あぐい　２００６年７月１日号

　

白
沢
地
区
の
宝
安
寺
に
あ
る
円
空
仏
は

円
空
が
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
ご
ろ
に

荒
子
観
音
（
名
古
屋
市
中
川
区
）
を
中
心

に
造
像
活
動
を
し
て
い
た
当
時
の
作
品
で
、

高
さ
四
二
・
五
㌢
、
木
彫
り
の
薬
師
如
来

座
像
で
す
。

　

平
成
八
年
に
は
町
有
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

三
百
年
以
上
前
に
造
ら
れ
た
円
空
仏
は

今
も
人
々
の
心
を
打
つ
不
思
議
な
魅
力
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

円
空
は
美
濃
の
国
（
現
在
の
岐
阜
県
南

部
）
で
生
ま
れ
、
仏
像
造
り
の
活
動
を
し

な
が
ら
全
国
を
め
ぐ
り
歩
き
ま
し
た
。

　

ノ
ミ
で
荒
く
彫
る
だ
け
と
い
う
独
特
な

方
法
で
造
ら
れ
た
木
彫
仏
像
は
円
空
仏
と

呼
ば
れ
、
六
十
四
年
の
生
涯
で
約
十
二
万

体
を
製
作
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

円
空
仏
は
岐
阜
県
を
中
心
に
全
国
で
約

二
千
体
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。（
知
多
半

島
で
は
十
五
体
確
認
）

日時　５月２８日、７月９日ほか全６回
場所　中央公民館本館ほか
　５月から陶芸教室を開催しています。
　粘土を練ることから始め、最初は簡単なマグカップ
を作りました。
　最初は練ることだけでも次の日には筋肉痛で体が痛
いというような状態でしたが、回を重ねるうちに徐々
に立派な作品を作れるようになりました。
　毎回テーマや方法を変えて作った作品は、焼きあが
るのが今から楽しみです。

日時　５月２７日、６月１７日　全２回
場所　瀬戸市ノベルティこども創造館
　　　各務原市　河川環境楽園
　小学３年生から６年生約４０人がチャレンジスクール
に参加しました。
　１日目のノベルティ子ども創造館では粘土で作るあ
なあなアイランドや鋳込み体験、絵付けなどを体験し
ました。
　２日目の河川環境楽園では川原で拾った石に絵を書
くストーンペインティングと人の暮らしが川に与える
ダメージの模擬実験を行いました。

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどもももももももももももももももももももももチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジスススススススススススススススススススススクククククククククククククククククククククーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠ陶陶陶陶陶陶陶陶陶陶陶陶陶陶陶陶陶陶陶陶陶 芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸 教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教 室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室

宝安寺所蔵 円空仏

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�



広報あぐい　２００６年７月１日号

13

　

今
回
は
板
山
村
絵
図
を
見
な
が
ら
ぶ
ら

り
旅
に
出
掛
け
た
。

　

絵
図
の
中
央
に
は
東
西
に
通
ず
る
道
が

記
さ
れ
て
い
る
。
東
の
端
、
有
脇
村
境
か

ら
西
の
端
、
福
住
村
境
ま
で
を
歩
く
こ
と

に
し
た
。

　

向
山
の
付
近
で
行
者
の
石
像
を
見
つ
け

た
。
簡
易
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
囲
ま
れ
た

堂
の
中
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
石
像
右
に

は
「
宝
暦
四
年
甲
戌
七
月
十
五
日
」
と
刻

ま
れ
て
い
る
。

　

鈴
な
り
に
実
っ
た
梅
を
収
穫
し
て
い
た

夫
婦
が
い
た
の
で
、
行
者
像
に
つ
い
て
尋

ね
て
み
る
。
私
た
ち
の
持
っ
て
い
る
絵
図

を
見
な
が
ら
�
山
上
�
部
分
を
指
差
し
て

「
田
ん
ぼ
を
整
備
し
た
と
き
に
、
こ
こ
か

ら
今
の
場
所
に
移
さ
れ
た
ん
だ
よ
。
役
行

者
（
え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ
）
と
し
て
ま
つ

ら
れ
、
昭
和
の
初
め
こ
ろ
ま
で
村
の
青
年

は
奈
良
の
吉
野
へ
山
岳
修
行
に
行
っ
た
ら

し
い
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

　

額
に
汗
し
て
作
業
す
る
夫
婦
と
別
れ
て

先
へ
進
む
。
氏
神
に
向
か
っ
た
。
氏
神
は

現
在
の
熊
野
神
社
。
福
山
川
に
か
か
る
石

橋
を
渡
り
境
内
に
入
る
。

　

熊
野
神
社
の
由
来
が
書
か
れ
た
看
板
に

「
社
標
は
、
熱
田
神
宮
宮
司
の
角
田
忠
行

の
書
で
あ
る
。
角
田
忠
行
は
幕
末
の
勤
王

の
志
士
の
一
人
で
、島
崎
藤
村
の
小
説『
夜

明
け
前
』
に
暮
田
正
香
の
名
で
登
場
す
る

人
物
で
あ
る
」
と
興
味
深
い
記
述
が
あ
っ

た
。
入
口
に
大
き
な
石
碑
が
建
っ
て
い
た

こ
と
を
思
い
出
し
引
き
返
し
て
、
書
を
眺

め
る
。「
こ
れ
が
角
田
忠
行
の
書
か
。
立
派

な
字
で
す
ね
え
」
と
友
人
が
隣
で
う
な
ず

い
て
い
る
。「
そ
の
人
、有
名
な
人
な
の
」と

私
が
聞
く
と
「
全
然
知
り
ま
せ
ん
」。

「
え
ぇ
・
・
・
」。
二
人
で
顔
を
見
合
わ
せ

て
ニ
ヤ
リ
と
笑
う
。

　

本
殿
東
の
小
高
い
丘
に
は
、
酒
造
神
の

松
尾
皇
太
神
の
石
碑
が
あ
っ
た
。
こ
の
日

は
神
社
で
�
農
業
祭
�
が
営
ま
れ
、
地
区

の
人
が
集
ま
っ
て
い
た
。
社
守
の
男
性
が

「
昭
和
四
十
年
ご
ろ
ま
で
農
閑
期
の
冬
に
、

多
く
の
人
が
全
国
各
地
へ
酒
造
り
に
出
掛

け
た
」
と
教
え
て
く
れ
る
。
な
ぜ
こ
ん
な

所
に
「
酒
造
神
」
が
ま
つ
っ
て
あ
る
の
か

う
な
ず
け
た
。

　

板
山
村
は
そ
の
名
の
示
す
と
お
り
絵
図

に
�
山
�
と
記
さ
れ
た
場
所
が
多
い
。
小

説
『
夜
明
け
前
』
の
冒
頭
「
木
曽
路
は
す

べ
て
山
の
中
で
あ
る
」
で
は
な
い
が
、
む

か
し
、
む
か
し
そ
の
昔
、
板
山
路
は
す
べ

て
山
の
中
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
・・・
。

“山上”から向山に移された役行者像

板山村絵図（阿久比町誌資料編１村絵図解説書から）

手前が酒造神の石碑。後は山神の石碑

陶陶陶陶陶陶陶陶陶陶陶陶陶陶陶陶陶陶陶陶陶 芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸 教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教 室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
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□
日　

時　

七
月
二
日（
日
）午
前
十
時
〜

□
場　

所　

エ
ス
ペ
ラ
ン
ス
丸
山

□
内　

容　

児
童
・
生
徒
の
意
見
発
表
、

ビ
デ
オ
上
映
な
ど

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ

う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

犯
罪
や
非
行
が
生
ま
れ
る
の
は
地
域
社

会
で
す
。
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
を
し
た

少
年
の
更
生
を
果
た
す
場
も
地
域
社
会
に

ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
更
生
を
実
効
あ
る
も

の
と
す
る
た
め
に
は
、
本
人
の
意
欲
と
併

せ
、
本
人
を
取
り
巻
く
地
域
社
会
の
理
解

と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

少
年
に
よ
る
凶
悪
重
大
な
事
件
が
相
次

ぎ
、
い
じ
め
・
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
な

ど
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
急
速
な
社
会
の
変
化
の
中
で
、

地
域
社
会
の
機
能
が
弱
体
化
し
、
住
民
同

士
の
ふ
れ
あ
い
や
親
子
の
対
話
が
減
る
な

ど
、
地
域
社
会
や
家
庭
が
持
っ
て
い
た
犯

罪
抑
止
力
や
教
育
力
が
低
下
し
た
こ
と
が

背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

学
校
を
は
じ
め
関
係
機
関
・
団
体
と
の

連
携
を
図
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
、
大
人

か
ら
子
ど
も
ま
で
誰
も
が
参
加
で
き
る
幅

広
い
活
動
を
通
じ
て
、
夢
や
希
望
を
持
っ

て
支
え
合
っ
て
生
き
て
い
け
る
明
る
い
地

域
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
「
犯
罪
・
非
行
の
防
止
と
更
生

の
援
助
の
た
め
、
地
域
住
民
の
理
解
と
参

加
を
求
め
る
」
を
重
点
目
標
に
運
動
を
進

め
ま
す
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
す
べ

て
の
人
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
強
調
月
間

す
べ
て
の
人
が
、
共
に
生
き
ら
れ
る

社
会
を
目
指
し
て

�
�
�
�
�
��

�
	


�
��



�
�
�
�
�

平
成　

年
度
社
会
を
明
る
く
す
る

１８

運
動
大
会
・
青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会

　地域の皆さんで子育てについて話し合ってみませんか。どなたでも参加できます。
　テーマは「地域で 見守ろう 子育てを！」です。
　『地域でやるべきことって…』、『こんなことをしたら…』など皆さんで考えてみ
ましょう。
□開催時間　午後７時３０分～午後９時
　　　　　　（３０日のメイツ巽ヶ丘は午後３時～午後４時３０分）

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																																																			
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� �
� �
� �

□
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１

　
（
内
３
０
１
）

開催会場開催地区開　催　日

中 央 公 民 館
本 館 ３０１ 号 室

卯 之 山
７月１０日（月）

坂 部

福 住 老 人 憩 の 家
福 住

７月１１日（火）

福住園高台

宮 津 公 民 館

横 松

萩

宮 津

板 山 公 民 館板 山

７月１２日（水）

草 木 公 民 館草 木

勤労福祉センター
（エスペランス丸山）

阿 久 比

椋 岡

矢 口

高 岡

開催会場開催地区開　催　日

阿久比団地集会所阿久比団地

７月１３日（木）
宮津団地老人憩の家

宮 津 山 田

宮 津 団 地

南部小学校体育館
植

大 古 根

白 沢 区 民 館
白 沢

７月１４日（金） 白 沢 台

高 根 台 集 会 所高 根 台

メイツ巽ヶ丘集会所
（１５：００～１６：３０）

メイツ巽ヶ丘７月３０日（日）

※　司会　更生保護女性会　　進行　保護司



広報あぐい　２００６年７月１日号

15

　

今
回
は
婚
姻
届
・
離
婚
届
で
す
。

�
　

婚
姻
届
の
用
紙
を
各
市
区
町
村
役
場
で

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

婚
姻
届
は
夫
妻
ど
ち
ら
か
の
住
所
地
ま

た
は
本
籍
地
の
市
区
町
村
役
場
に
届
け
出

ま
す
。
提
出
先
に
本
籍
が
な
い
場
合
は
、

戸
籍
謄
本
も
必
要
で
す
。

　

婚
姻
届
・
離
婚
届
は
二
十
四
時
間
届
け

出
が
可
能
で
す
。

　

届
け
出
を
す
る
方
の
本
人
確
認
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
運
転
免
許
証
な
ど
顔

写
真
付
き
の
公
的
機
関
発
行
書
類
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。
本
人
確
認
が
で
き
な
い

場
合
や
、
窓
口
に
来
ら
れ
な
い
方
に
は
文

書
を
郵
送
で
送
付
し
て
本
人
確
認
を
行
い

ま
す
。

�
　

阿
久
比
町
で
は
、
婚
姻
届
と
同
時
で
あ

れ
ば
閉
庁
時
で
も
転
入
・
町
内
転
居
の
届

け
出
が
で
き
ま
す
。

　

住
民
異
動
届
（
転
入
の
方
は
転
出
証
明

書
と
合
わ
せ
て
）
が
必
要
で
す
。
宿
日
直

者
か
ら
異
動
届
の
用
紙
を
受
け
取
り
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

　

阿
久
比
町
以
外
へ
届
け
出
る
方
は
、
各

市
区
町
村
に
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

�
　

婚
姻
届
と
同
様
、
離
婚
届
の
用
紙
を
各

婚
姻
届
に
必
要
な
書
類
は

婚
姻
届
に
必
要
な
書
類
は

閉
庁
時
に
婚
姻
届
と
同
時
に

閉
庁
時
に
婚
姻
届
と
同
時
に

住
所
変
更
届
を
提
出
で
き
ま
す

住
所
変
更
届
を
提
出
で
き
ま
す

離
婚
届
に
必
要
な
書
類
は

離
婚
届
に
必
要
な
書
類
は

市
区
町
村
役
場
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

離
婚
届
は
本
籍
地
ま
た
は
夫
妻
の
住
所

地
（
住
所
が
異
な
る
場
合
は
ど
ち
ら
か
の

住
所
地
）
の
市
区
町
村
役
場
に
届
け
出
ま

す
。

　

提
出
先
に
本
籍
が
な
い
と
き
は
、
戸
籍

謄
本
も
必
要
で
す
。
裁
判
離
婚
の
方
は
、

調
停
調
書
の
謄
本
、
審
判
書
、
判
決
の
謄

本
の
い
ず
れ
か
と
確
定
証
明
書
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

�
　

婚
姻
の
際
に
名
字
を
改
め
た
方
は
、
離

婚
後
旧
名
字
か
現
在
の
名
字
か
ど
ち
ら
を

名
乗
る
か
選
択
が
で
き
ま
す
。

　

引
き
続
き
現
在
の
名
字
を
名
乗
る
方
は

離
婚
届
と
「
離
婚
の
際
に
称
し
て
い
た
氏

を
称
す
る
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
離

婚
か
ら
三
カ
月
以
内
に
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

夫
婦
に
子
供
が
い
る
場
合
、
子
の
名
字

は
離
婚
届
を
出
し
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

離
婚
の
際
、
親
権
者
の
選
択
を
し
ま
す

が
、
現
在
の
戸
籍
か
ら
異
動
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
離
婚
に
よ
り
夫
婦
の
戸
籍

か
ら
除
籍
さ
れ
た
方
と
同
じ
戸
籍
へ
異
動

す
る
に
は
、
別
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課　

戸
籍
住
民
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１

　
（
内
２
２
５
・
２
２
４
）

離
婚
を
す
る
と
名
字
は

離
婚
を
す
る
と
名
字
は

第
七
回
　
戸
籍
の
届
け
出
② 

　町内９カ所でまちづくり懇談会を開催します。
　各地区で皆さんと懇談を行うことで、より良
いまちづくりを進めていきたいと思います。日
程は左表のとおりです。
　どなたでも参加できます。多数の方が出席し
てください。
□問い合わせ先
　企画財政課　�（４８）１１１１（内２０４）

会　　場日　　時行　政　区

宮津公民館７月１９日（水）
１９：００～２１：００

横 松
萩

宮 津

宮津団地老人憩の家７月２０日（木）
１９：００～２１：００

宮 津 山 田
宮 津 団 地
阿久比団地

高根台集会所７月２１日（金）
１９：００～２１：００高 根 台

白沢区民館７月２４日（月）
１９：００～２１：００

白 沢
白 沢 台
メイツ巽ケ丘

福住老人憩の家７月２５日（火）
１９：００～２１：００

板 山
福 住
福住園高台

草木公民館７月２６日（水）
１９：００～２１：００草 木

中央公民館本館７月２８日（金）
１９：００～２１：００

坂 部
卯 之 山

勤労福祉センター
（エスペランス丸山）

７月３１日（月）
１９：００～２１：００

阿 久 比
椋 岡
矢 口
高 岡

植公民館８月１日（火）
１９：００～２１：００

植
大 古 根

まちづくりまちづくり 
懇談会を 
開催します 

まちづくりまちづくり 
懇談会を 
開催します 

まちづくり 
懇談会を 
開催します 
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夏
休
み
前
の
今
日
は
、
六
年
生
の
水
泳

大
会
が
あ
る
日
だ
。

　

私
は
ゆ
う
う
つ
な
気
持
ち
で
教
室
に
い

る
と
、
友
だ
ち
の
い
く
よ
が
話
し
か
け
て

き
た
。

「
な
み
こ
、
水
着
を
持
っ
て
き
た
？
」

「
持
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
い
く
よ
は
持
っ

て
き
た
？
」

「
泳
げ
な
い
か
ら
、
持
っ
て
き
て
な
い
」

「
選
手
の
子
が
休
ん
で
い
て
、
水
着
を

持
っ
て
い
る
と
、
水
泳
大
会
に
出
場
さ
せ

ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
ね
」

「
選
手
の
子
が
、
休
ん
で
い
な
け
れ
ば
い

い
け
ど
」

「
選
手
以
外
は
全
員
補
欠
だ
な
ん
て
、
だ

れ
か
が
持
っ
て
き
て
る
よ
」

　

い
く
よ
と
話
し
て
い
る
と
、
私
の
気
持

ち
が
楽
に
な
っ
て
き
た
。

　

担
任
の
先
生
が
教
室
に
入
っ
て
き
て
、

全
員
に
話
し
だ
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
水
泳
大
会
だ
が
、
出
場
す
る

子
も
し
な
い
子
も
、
し
っ
か
り
お
う
え
ん

す
る
よ
う
に
」

「
は
ー
い
」

「
と
こ
ろ
で
、
補
欠
の
子
で
水
着
を
持
っ

て
き
た
子
は
手
を
上
げ
て
く
だ
さ
い
」

　

補
欠
の
子
は
泳
げ
な
い
子
が
ほ
と
ん
ど

だ
か
ら
、
だ
れ
も
手
を
上
げ
な
か
っ
た
。

　

そ
ん
な
と
き
、
私
の
お
か
あ
さ
ん
が
、

入
り
口
の
前
に
立
っ
て
い
た
。
急
い
で
お

か
あ
さ
ん
の
所
に
か
け
よ
っ
た
。

「
何
し
に
来
た
の
」

「
げ
ん
か
ん
に
水
着
が
置
い
て
あ
っ
た
か

ら
、
届
け
に
来
た
の
よ
。
水
泳
が
ん
ば
り

な
さ
い
」

　

お
か
あ
さ
ん
は
、
私
に
水
着
を
わ
た
す

と
、
先
生
に
え
し
ゃ
く
を
し
て
帰
っ
て

い
っ
た
。

　

先
生
が
話
し
て
き
た
。

「
な
み
こ
ち
ゃ
ん
、
水
泳
大
会
に
出
て
く

れ
な
い
か
。
選
手
の
子
が
お
な
か
が
痛
く

な
っ
た
と
、
言
っ
て
き
た
ん
だ
よ
」

　

突
然
の
話
に
、
泣
き
そ
う
に
な
っ
た
。

「
私
は
、
息
つ
ぎ
が
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
十
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
し
か
泳
げ
な
い
ん

で
す
」

「
だ
れ
も
水
着
を
持
っ
て
き
て
い
な
い
か

ら
出
て
ほ
し
い
ん
だ
。
泳
げ
る
と
こ
ろ
ま

で
泳
い
で
あ
と
は
歩
い
て
も
い
い
か
ら
、

最
後
ま
で
が
ん
ば
っ
て
み
よ
う
」

　

私
は
そ
の
言
葉
に
少
し
安
心
し
て
大
会

に
出
る
決
心
を
し
た
。

　

い
よ
い
よ
水
泳
大
会
が
始
ま
っ
た
。

　

ど
ん
ど
ん
競
技
が
進
む
と
、
私
の
し
ん

ぞ
う
の
音
が
早
く
打
ち
始
め
た
。

　

順
番
が
回
っ
て
き
た
。

　

プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
立
つ
と
、
ク
ラ
ス
み

ん
な
の
お
う
え
ん
し
て
い
る
声
が
聞
こ
え

て
く
る
。

「
水
の
中
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
も
い
い
ん

だ
か
ら
ね
」

「
な
み
こ
、
泳
げ
る
と
こ
ろ
ま
で
が
ん
ば

れ
よ
」

「
な
み
こ
、
フ
ァ
イ
ト
」

「
最
後
ま
で
、
歩
い
て
も
い
い
か
ら
ね
」

　

み
ん
な
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
飛
び
込

み
の
で
き
な
い
私
は
水
の
中
で
合
図
を

待
っ
た
。

「
よ
ー
い
、
ス
タ
ー
ト
」

　

み
ん
な
一
斉
に
飛
び
込
む
。

　

私
も
水
の
中
に
顔
を
つ
け
た
。

　

か
べ
を
力
い
っ
ぱ
い
け
る
。

　

息
を
止
め
、
手
と
足
を
動
か
し
続
け
た
。

「
が
ん
ば
れ
！
な
み
こ
」

「
す
ご
い
！
早
い
ぞ
」

「
一
番
で
ゴ
ー
ル
だ
！
」

　

息
が
切
れ
そ
う
に
な
り
、
水
か
ら
顔
を

出
し
た
。

　

ク
ラ
ス
の
み
ん
な
か
ら
、
た
め
息
や
ど

な
る
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。

「
あ
と
少
し
だ
っ
た
の
に
」

「
そ
こ
で
立
つ
な
！
」

「
早
く
泳
げ
！
」

　

い
く
よ
の
叫
ぶ
声
も
聞
こ
え
て
き
た
。

「
仕
方
が
な
い
で
し
ょ
、
な
み
こ
は
息
つ

ぎ
が
で
き
な
い
ん
だ
か
ら
、
お
こ
ら
な
い

で
、
お
う
え
ん
し
な
さ
い
よ
」

　

私
は
大
き
く
息
を
吸
い
込
み
、
ま
た
水

の
中
に
入
っ
て
い
っ
た
。

　

ゴ
ー
ル
を
し
た
。

　

最
後
に
顔
を
上
げ
て
い
た
。

　

お
う
え
ん
席
に
戻
る
と
、
み
ん
な
が
大

き
な
拍
手
で
迎
え
て
く
れ
た
。

　

い
く
よ
が
話
し
て
き
た
。

「
あ
と
少
し
で
、
一
番
の
ゴ
ー
ル
だ
っ
た

の
に
、
ざ
ん
ね
ん
だ
っ
た
ね
」

「
私
が
一
番
？
」

「
十
五
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
で
立
ち
上

が
っ
た
で
し
ょ
う
」

「
う
ん
、
苦
し
く
な
っ
た
か
ら
」

「
そ
こ
ま
で
は
早
か
っ
た
ん
だ
よ
」

「
え
？
ほ
ん
と
！
」

「
こ
の
ま
ま
だ
と
一
番
で
ゴ
ー
ル
だ
っ
て
、

み
ん
な
が
大
さ
わ
ぎ
し
て
た
ん
だ
」

　

私
は
う
れ
し
く
な
っ
て
き
た
。

「
よ
し
、
今
年
は
息
つ
ぎ
が
出
来
る
よ
う
、

が
ん
ば
っ
て
練
習
し
て
み
よ
う
！
」

し
ろ
や
ま
会
員　
　

杉
本
ゆ
み
こ

う
れ
し
い
お
う
え
ん

う
れ
し
い
お
う
え
ん 

う
れ
し
い
お
う
え
ん

う
れ
し
い
お
う
え
ん 

う
れ
し
い
お
う
え
ん 

Information
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Information

お知らせ  
InformationInformation

　

町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ア

グ
ピ
ー
」
ピ
ン
バ
ッ
ジ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

七
月
十
日
か
ら
三
百
個
限
定
、
一
個
三

百
円
で
販
売
し
ま
す
。

　

一
人
一
個
限
り
、
企
画
財
政
課
窓
口
の

み
の
販
売
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
無

く
な
り
次
第
終
了
。）

□
販
売
・
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
財
政
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
３
）

�
　

十
月
十
三
日（
金
）に
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚
者
・
金
婚
者
お
祝
い
の
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

今
年
、
結
婚
六
十
周
年
・
五
十
周
年
を

迎
え
る
方
は
社
会
教
育
課
へ
七
月
三
十
一

日（
月
）ま
で
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（「
申
し
出
用
紙
」を
地
区
に
回
覧
し
ま
す

の
で
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。）

　

昨
年
ま
で
に
六
十
周
年
・
五
十
周
年
を

迎
え
た
夫
妻
で
、
会
に
参
加
し
て
い
な
い

方
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者　
　
　
　
　
　
　
　

　

昭
和
二
十
一
年
中
に
結
婚
さ
れ
た
方

金
婚
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

昭
和
三
十
一
年
中
に
結
婚
さ
れ
た
方

□
問
い
合
わ
せ
先　

　

お
祝
い
の
会
実
行
委
員
会　

社
会
教
育

　

課　

�（
４
８
）１
１
１
１（
内
２
８
０
）

�
　

親
子
で
畑
に
出
掛
け
、
新
鮮
な
野
菜
を

収
穫
し
て
、
そ
の
野
菜
を
使
い
調
理
を
し

ま
す
。

　

二
日
間
、
出
席
で
き
る
方
に
限
り
ま
す
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

�（
４
８
）１
１
１
１

　
（
内
３
１
１
・
３
１
２
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�
　

先
の
大
戦
で
、
外
地
な
ど
（
事
変
地
の

区
域
ま
た
は
戦
地
の
区
域
）
に
派
遣
さ
れ
、

戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た
旧
日
本
赤

十
字
社
救
護
看
護
婦
お
よ
び
旧
陸
海
軍
従

軍
看
護
婦
の
方
（
慰
労
給
付
金
受
給
者
は

除
く
）
に
対
し
て
、
そ
の
労
苦
に
報
い
る

た
め
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し

�
�
�
�
�
�
�
�
	


	
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�



て
い
ま
す
。

　

本
人
ま
た
は
家
族
の
方
は
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

□
請
求
期
限

　

平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日

□
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室　

業
務
担
当

　

〒
１
０
０
‐
８
９
２
６

　

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
２
‐
１
‐
２

　

�
０
３（
５
２
５
３
）５
１
８
２

ＢコースＡコース
全２回
【①７月３１日（月）、②８月２５日（金）】

全２回
【①７月２５日（火）、②８月２９日（火）】期 日

午前１０時３０分～午後１時３０分午前１０時３０分～午後１時３０分時　間

小学３年生～６年生の親子１２組小学１年生～２年生の親子１２組対象・定員
①「夏においしい！夏の野菜」
野菜を収穫して絵を描こう、味わ
おう（調理実習）
②「ちびシェフから料理長に！～レ
シピなしでも作れるよ！～」
五感を使って五つの味をゲットし
よう！、調理実習

①「夏においしい！夏の野菜」
野菜を収穫して絵を描こう、味わ
おう（調理実習）
②「いいにお～い！早く食べたい !!
元気ごはん」
五感を使って五つの味をゲットし
よう！、調理実習

内　容

阿久比町保健センター阿久比町保健センター場　所

町栄養士町栄養士講　師

無料無料料　金
①色鉛筆やクレパス、帽子、汗ふき
タオル、水筒、エプロン、三角巾、手
ふきタオル（２枚）
②エプロン、三角巾、手ふきタオル

①色鉛筆やクレパス、帽子、汗ふき
タオル、水筒、エプロン、三角巾、手
ふきタオル（２枚）
②エプロン、三角巾、手ふきタオル

持ち物

スポーツ村トレーニング室で体を鍛えませんか 
□問い合わせ先　阿久比スポーツ村 fl(49)2500

□使用時間 
　午前9時～午後5時 
　　　　　（12月28日～1月4日以外は年中無休） 
□使  用  料 
　中学生以上1人1回200円（時間制限なし） 
　　　　　（小学生以下は使用できません。） 

トレーニング 

登録証 
発行 

講　習　会 
毎週日曜日 

午前10時～正午 

クラブハウス 
受付で手続き 

※事前に電話で予約をして 
　ください。（定員15人） 

利用方法 

�

�

�

�

���������������������������������������������������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������������������������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

縦２㎝・横１.５㎝ の
ピンバッチ
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ひ
き
こ
も
り
と
は
青
年
期
に
問
題
化
し
、

精
神
病
が
主
な
原
因
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

六
カ
月
以
上
自
宅
に
引
き
こ
も
り
、
社
会

参
加
を
し
な
い
状
態
が
持
続
し
て
い
る
状

態
を
指
し
ま
す
。

　

半
田
保
健
所
で
は
次
の
日
程
で
「
ひ
き

こ
も
り
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

　

民
生
委
員
な
ど
地
域
の
関
係
者
の
方
の

相
談
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

□
期　

日

　

七
月
四
日（
火
）、
八
月
一
日（
火
）、
九

月
五
日（
火
）、
十
月
三
日（
火
）、
十
一
月

七
日（
火
）、
十
二
月
五
日（
火
）、
平
成
十

九
年
二
月
六
日（
火
）、
三
月
六
日（
火
）

□
時　

間

　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半

□
場　

所

　

半
田
保
健
所
二
階
Ａ
Ｂ
会
議
室

□
相
談
者

　

精
神
保
健
福
祉
相
談
員

□
予
約
先

　

愛
知
県
半
田
保
健
所
地
域
保
健
課

保
健
対
策
グ
ル
ー
プ
精
神
保
健
福
祉
担

当　

�（
２
１
）３
３
４
１

�
　

国
の
労
働
災
害
の
被
災
者
数
は
、
長
期

的
に
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
死
亡
者
数
は

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



平
成
十
七
年
度
に
は
過
去
最
少
を
記
録
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
労
災
保
険
の
新
規

受
給
者
数
は
年
間
五
十
五
万
人
で
、
一
度

に
多
数
の
労
働
者
が
被
災
す
る
重
大
災
害

は
高
水
準
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

各
事
業
場
で
は
、
労
使
が
一
丸
と
な
っ

て
労
働
災
害
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、
安
全
活

動
を
着
実
に
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

　

全
員
参
加
で
リ
ス
ク
の
低
減

　
　
　
　

確
立
し
よ
う
「
安
全
文
化
」

□
期　

間　

七
月
一
日
〜
七
月
七
日

□
主
唱
者　

厚
生
労
働
省
、
中
央
労
働
災

害
防
止
協
会

□
問
い
合
わ
せ
先　

産
業
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
３
４
）

�
　

名
古
屋
税
関
で
は
、
終
戦
後
に
外
地
か

ら
引
き
揚
げ
て
き
た
方
が
、
税
関
な
ど
に

預
け
た
通
貨
や
証
券
な
ど
を
返
還
し
て
い

ま
す
が
、
今
な
お
引
き
取
り
手
が
な
く
保

管
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多

数
あ
り
ま
す
。
引
揚
者
の
方
か
ら
預
か
っ

た
、
次
の
通
貨
・
証
券
な
ど
を
返
還
し
て

い
ま
す
。

　

返
還
請
求
の
申
し
出
は
、
家
族
の
方
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
心
当
た
り
の
方
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

返
還
し
て
い
る
通
貨
、
証
券
な
ど

・　

上
陸
地
の
税
関
ま
た
は
運
輸
局
に
預

け
た
通
貨
、
証
券
な
ど

・　

帰
国
前
に
在
外
公
館
や
日
本
人
自
治

会
な
ど
に
預
け
た
通
貨
、
証
券
な
ど
の

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



う
ち
、
そ
の
後
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も

の
□
問
い
合
わ
せ
先

・　

財
務
省
名
古
屋
税
関 
監
視
部
許
可

通
関
部
門　

�
０
５
２（
６
５
４
）４
０

６
０

・　

財
務
省
豊
橋
税
関
支
署　

衣
浦
出
張

所　

�（
２
１
）９
０
１
３

�
　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移
行
に
伴
い
、

現
行
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、

二
○
一
一
年
七
月
二
十
四
日
に
終
了
し
ま

す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
視
聴
方

法
な
ど
受
信
に
関
す
る
相
談
、
問
い
合
わ

せ
は
、
左
記
へ
お
願
い
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

・　

受
信
相
談　

総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
受
信
相
談
セ
ン
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�
�
�
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�
�
�
	

�
�
�
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�
�
�
�
	

タ
ー　

�
０
５
７
０（
０
７
）０
１
０
１

・　

視
聴
エ
リ
ア　

�

地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
推
進
協
会　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ  http:

//w
w
w
.d

‐ pa.org/

�自
衛
官
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
半
田
募
集
事
務
所

　

�（
２
１
）０
０
０
４

http://w
w
w
.aichi.plo.jda.go.jp

�
�
�
�
�
�
�
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Information

お知らせ  
InformationInformation
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�
�
�
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試験期日受付期間受験資格募集種目
１次：９月１６日
２次：１０月７日から１３日までの間
の指定する１日

８月１日～
９月８日

・平成１９年４月１日現在、
１８歳以上２４歳未満の方

男子
一般曹候補学生

女子

１次：９月１６日
２次：１０月７日から１３日までの間
の指定する１日

８月１日～
９月８日

・平成１９年４月１日現在、
１８歳以上２７歳未満の方

男子
曹 候 補 士

女子

１次：９月２３日
２次：１０月１４日から１９日までの間
の指定する１日
３次：１１月中旬から１２月上旬

８月１日～
９月８日

・平成１９年４月１日現在、
１８歳以上２１歳未満の方
・高卒者（見込みを含む）

男子
航 空 学 生

女子

９月１０日、１８日、３０日
１０月１日～９月２９日・平成１９年４月１日現在、

１８歳以上２７歳未満の男子男子
２等陸・海・空士

９月２４日、２５日８月１日～
９月８日

・平成１９年４月１日現在、
１８歳以上２７歳未満の女子女子

８月２０日、９月３日～９月１日・平成１８年１０月１日現在、
１８歳以上２７歳未満の男子男子２等陸・海・空士

「平成１８年１０月採用」
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身
近
な
自
然
や
環
境
問
題
を
題
材
に
し

た
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
愛
・
地
球
博
の

旧
瀬
戸
会
場
な
ど
で
開
催
し
ま
す
。

□
主　

催　

㈱
デ
ン
ソ
ー

□
後　

援　

愛
知
県
、
愛
知
県
教
育
委
員

会
、
阿
久
比
町
、
阿
久
比
町
教
育
委
員
会

□
場
所
、
内
容
、
定
員
、
参
加
料
ほ
か

□
問
い
合
わ
せ
先　

デ
ン
ソ
ー
E
C
O
レ

ン
ジ
ャ
ー　

事
務
局

２１

　

�
０
５
２（
５
２
２
）３
８
４
８

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.denso.co.jp/S

O
C
IA
L

/in
d
ex

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

ecoren２１
@
yam
azato.jp

�□
日　

時

　

八
月
三
十
一
日（
木
）

　

午
前
七
時
四
十
分
ま
た
は
午
前
八
時
十

分
に
Ｊ
Ｒ
名
古
屋
駅
集
合

□
場　

所

　

山
梨
リ
ニ
ア
実
験
セ
ン
タ
ー
（
山
梨
県

都
留
市
小
形
山
２
７
１
‐
１
）

□
募
集
対
象

　

愛
知
県
内
在
住
の
小
学
五
年
生
、
六
年

生
（
兄
弟
に
限
り
複
数
可
）
と
そ
の
保
護

者
（
一
人
、
二
十
歳
以
上
）

□
定　

員　

百
六
十
人

□
参
加
費
用

　

一
人
に
つ
き
千
五
百
円（
昼
食
代
含
む
）

□
応
募
方
法

　

保
護
者
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
と
小
学
生
の
氏
名
・
性
別
・
学

校
名
・
学
年
を
往
復
は
が
き
に
記
入
し
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

□
申
込
先　

〒
４
６
０
‐
８
５
０
１

　

愛
知
県
地
域
振
興
部
交
通
対
策
課
リ
ニ

ア
親
子
試
乗
会
係

□
申
込
期
限

　

七
月
二
十
五
日（
火
）到
着
分
ま
で

�

�

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
地
域
振
興
部
交
通
対
策
課

　

総
合
交
通
対
策
グ
ル
ー
プ

　

�
０
５
２（
９
５
４
）６
１
２
５

�白
沢
巳
午
会　

様

　

北
原
保
育
園
へ「
大
型
絵
本
」と「
赤
ち
ゃ

ん
の
絵
本
」
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�
　

広
報
あ
ぐ
い
六
月
一
日
号
の
四
ペ
ー
ジ

で
紹
介
し
た
「
青
少
年
健
全
育
成
地
区
推

進
員
」
の
氏
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。　
（
敬
称
略
）

　

誤　

阿
久
比
団
地　

森
下　

秋
生

　

正　

阿
久
比
団
地　

森
上　

秋
生
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今今月月のの納納税税ななどど

固 定 資 産 税　　　
２期分

都 市 計 画 税　　　　　　

納期限は７月３１日（月）です。
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参加者負
担保険代定員対象者フィールド概要とねらいタイトル開催日時コース名

「コーステーマ」

１００円４０人
小学校
４年～
　　６年生

デンソー豊橋
汐川干潟

干潟の生きものの水質浄化能力を知る
ことをとおして、干潟の大切さを知る

いきいき干潟の
底ヂカラ

９／２３（土）
９：３０～１５：００

豊橋コース
「干潟の生きもの」

３００円４０人
小学校
４年～
　　６年生

刈谷市
北っ子の森

里山を観察し光や温度の変化と森への
影響を知る

小さい秋を見つ
けよう

１０／１４（土）
９：３０～１５：００

刈谷コース
「太陽のちから」 刈谷市内ソーラーパネルを使った工作を行い太

陽エネルギーを実感する
太陽エネルギー
を利用する

１１／１２（日）
９：３０～１５：００

刈谷市
北っ子の森

森を生かすための手入れをし、集めた
材料を利用する森の手入れと光１２／９（土）

９：３０～１５：００

１００円４０人
小学校
４年～
　　６年生

デンソー大安
エコパーク

里山にある湿地や小川を観察して、場
所の違いによる生きものの変化を知る

僕らは水辺の調
査隊

１０／２１（土）
９：３０～１５：００

大安コース
「里の水辺探検」

１００円５０人小学校４年
生～中学校
３年生と保
護者

海上の森セン
ター
（旧愛・地球
博瀬戸会場）

木の実が誰にどのように運ばれどうな
るかを考え、森の成り立ち・物質循環
を知る

木の実といっ
しょにあそぼう
よ

１１／１８（土）
９：３０～１１：３０

瀬戸コース　午前
「森のなりたち」
〈親子参加〉

１００円５０人１１／１８（土）
１３：００～１５：００

瀬戸コース　午後
「森のなりたち」
〈親子参加〉
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ　■知多中部地域行政情報  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｃｈｉｔａ-ｃｈｕｂｕ．ｇｒ．ｊｐ/
　　　資源を大切に！この用紙は再生紙（古紙１００％）を使用しています。

阿久比町民憲章 人 口 と 世 帯
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

※  天候不順の場合はプールの利用ができません。
※  入場料無料
□問い合わせ先　社会教育課体育係（阿久比スポーツ村）　�（４９）２５００

町営プール
□期　間　　７月２０日（木）～８月３１日（木）
□時　間　　平日、土曜日　正午～午後４時
　　　　　　日曜日　午前１０時～午後４時

小学校プール
□期　間　　７月２０日（木）～７月３１日（月）
□時　間　　正午～午後４時
※　英比小学校は屋内運動場建設工事のため
開放しません。

一般開放 

世帯数　 ８，１０３　　（　２３）

人　口　２４，８９８人（　２７）

　男　　１２，３６７人（　２２）

　女　　１２，５３１人（　５）

（　　）は前月との増減数

５月中の異動

　出生　２１　転入 １００

　死亡　２０　転出  ７４

平成１８年６月１日現在


